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私の受けた一般教育

教森部II『1’いの晶義内容：こつし＼ては，（王と

んど忘れてし主って 1、9る。息1_、出すこと 0

できるのば， 廿）『斤的りことが〉て， 膚え

i t, 1 1本国忍；:；」、U)翡間，こ [Il印坦こ九っ fこアル

カポネの裁半I」のことこ，J;， 「愛0)哲与'.j, 

処坪」，；：こて，］Il]1麦

の！狐奇行の']が＿c1，ヽ：rま虞こ；．；んこくるっ

そのよう位も，，＇）の i1 jこ、も；：） 11[• J）し、＼ピl;.

を付はって息＼，ヽ 廿 '1--5,} lるU）ぱ，：こ：睾喜］生J:'.

の一部分こ！［さ＼，、た it夏煤0)[9ヽ→二］此，

ノ几）11て行っにこ筐）1こ， 11[-:『I]2伍1-S JJもII

の広島｝泉爆旦了 1こ‘9_)¥、ては，：忍l]］jーこ｛l'担

一枚のスチ—ー，し万貞を入るよ〉 'r 「|1'文[,)＼

/［かった。

人］幻い） （受， 及1、と i {J |)、]叫）［し、 「ん一、島

話
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山下袢恵子

四界（投、ご、 1＼字E|；から，苺迎この講義のた

C_，）'，こ敦直品まこ出向力ふれてしヽ ‘fこ" I被煤0)

［＇入与：」 とし、うーに i]1,11J-、氏ば、， ――11,'ihCあっ

i'こ―と＼ヽりこ111日の人（戻からは＼、‘'），鼠爆

i ［卜｛忍！L、[いが一1ヂ病I元の位、19]III,'こよって，

池卜呂ご＼こ｛泊臼しておうたX翌i［フ，i］し—;ヽがず

へて感応し＇こしー、］こことから株）尉 iiiてあった

しし、と hi'メこさ，ー／l、二li'いこ及ひ，その後の

賛；1こむの向）：もこ当．） iこt＼飢］の体験， ；Ji]府糾

出ヴ‘ふ:)-I)テークーを紹介したものたっ化と

Ii!・' し'、.)^ 

’〗 (J 斗＇ー') - t虎'[);［-— I靡,;111, 7、ji、1j

1)•ー 火傷，脱：じ

リー ＿―-一即死

城， 紛以怜1, ［Iメートル通り｀ 叫jご1,1責こ‘- i児I、9バド］］ ［の増加，こ(I’ifヽ ．）て，確実に人休組

園， lt沿1IJ' 官，I,',}；こととこも iこ、 丁和i、 1人））殴妙、；プ）入i許し，完，こ到乃のしいも，その

凰平和，，已と直化 l旦以資打臼j↓)］饂りこ；Iい え出瓦，、ま，『J・［；嘉後21l数年を斤忍したその当

此。）泉爆賓i:f且訂CI t ，ド合のよ〗、こ．9•こ）アここ 間てこ：そも，［J.ll孜カンてある白血恥の罹息

ン＇，瓦，窒色しホロポロ，こ Jこ9ぅ，と化切，il， 字かげ， 9 9：：し、ヽ うようほ形てあらわれて＼ヽ る

カラス立）破月 -cfiがこ）ぎ［川を占し， 丸：ナビ〗＇こ iょとへ

、れに皮1行をぴきずる）、］且 との1]1」（こJ,＇っ（ 田l・・ド敦授ぱ，帳爆の事丈と，ノとの人休へ

も，おとろおとらしさ，こ息定のんえ。しか の影喜を，炎々とした IJ，謁で晶った。

し，ーたひ尉外：こ出れは，了I]］十の雑踏。 1青 わずか数II寺i甘］の議人だ）fこと思う。質牙|

間］が糸をつiこつれて、 しえい：こ腿誓iまうすら f畠ての見llil,d」|9/」あちこちに見られる慰盆1:

いでいった。私，ことって、之間接的ば紐悛こ 桐，理学部裏面の風化したレンカ，学友の

すぎたかった。 人声で叫ふ！ノーモア・ヒロンマ」， ひそ

，人き芯隋↓：尋教立て やか危精土』し，短時間の私の負しい体験

行われた多人数授業だっアこ。担呈の田中正 か，地理的匁広がりと，時間的な経過をも
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って整坪できたと息うゥそして，-・瞬の閃 りを込めた罰みを付'・って汀まれにように思

光のもと，熱線と放射象皇の束が，人を死こ う。

至らしめた因閉関係が，私［！身0脳只：こ悠

一般教育と私

渡辺節夫

時のたつのは早し、ものご， 記 II大写'.,-こ末 教合と 1、，りもり）しりI賛吝：こつし、一このあるべぎ

て，もう 1年近くかた 9）てしだった、，ここ イメージか瞑Iti心とこ；｀いご［叫月かあるので

に来て間もなくの頃， この大デにつし、て一 （ミ梵I‘;!Jヽ こじI， し始め＇こ。

9-9- e iょ， 投教育，こつ＼、て こう］［ I,、-こくろと，わ主えは一般教行の香印象的）しこ＇）ふ—-，-，ン

の議論が実に熱心こ匁されていて， 1」＇，：;9)二: ＿存在，こ義ごつし、て否崖的な計，：であるとレノ

話でもよく｀一般敦肯”と I!、う，―,菜を耳，こすー デルをばら旦そうた力＼，少攻くとも、自分

ろことであ 9)fこぅ l 9年もたつと、 ！［せ、 こ '9バ受；｝た一般敦訂，こは人＼，心に感，附している

んなに一般教育とし、うことか誼闊この;;tろ し， 9:の巴叫も多し、。もっと正確にいう

のか，微妙て俣罪怪奇 I;:i::＇l『l占かをれとバく こ，一般政育を受げていに頃0)人的均拭あ

わかってぎて， もう余り気、こもとぶ）し｝~；く：（ la‘ ;ヽt, して岱因しているし，思

ったが， しかし，自分自身が現こ担ご'ilご

し、るfl目としヽ う巳味ご；tもおらん父ぃここぃ9.)

てし、るの如こと心てし、るこ＼ヽ うより‘,<(，こし

めることを余低なくされごし、るとし、．〗ーカい

正確だろうへつま；•＼， 1.1H O）、l，心、ま C氣：ここ

め過きても，とめ過きることが左いはこ，

私には苦了な｀ 苫痛tc教打，ばのこやちる c

先 l1、大州で日教祖の全国教肯研完集会

というのがあり、一般教育の冑容的召；り［骨

づけをめぐって議論ぶ沸騰しで、た。要

は，より門の晶礎教育としヽう翌味以外ことの

ような認味がある 0)か，専門教育とぱ全く

別個の一般教育という独自の教育1)..」容があ

るのかということであったと忍う。それiこ

関係していろいろ芯翌見が出されたが，

般教育とは何か、よく考えてみると意外と

難しいものだとつくづく感じたのである。

私が，一般教育の教育が苫手なのも，一般

＼` 、出も多 I.9、と 1ャ，＼うことがも知れなし、。とし、

うことの中：こ` 、主、 しもろん，一般教育を投

げて7ヽ ，：つに先生力いず，ょらしかゞったこと

、し合主れて 1 ろヽ。

特こ，隠史学のフ、クノフは，大学院1時代

の仲間からう；）やましがられるほど、日本

史、東i'［史，西洋史し、ずれも，すはらしか

った。歴史の勉怖をしようか， フランフ、文

予をf・いらズみようかと迷ってし＼fこ私に，附

克こ進むべぎたとアトハイスしてくれたの

は，これらの先牛力の，―H'I}心てあった。国文

学も，自然科学概論も，フランス語も，中

国語もおもしろかっt；の自分の試虚なとは
’‘’: 

全然比べものiこ！はらないと失望したり，私

も年季を隣めぱ，同しようこだれるだろう

と勝手な希望的観測をして，自分をなぐさ

めたりしている。

そんなわけて， 69年の大学｀紛争”の頃


